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【はじめに】転出超過エリアは 40エリア 
 

新型コロナ人口動態解説シリーズ⑩では、新型コロナ禍 2 年目となる 2021 年上半期の人口移動に

よって、人口を減少させているエリアについてレポートしたい。 

コロナ禍が長期化する中で、出控えの機運が高まる中でも、やはり引っ越しによって「転入者数」

＜「転出者数」となり、人口減少している（社会減）エリアは 40道府県となった。 

40エリア全体では 9万 847人の移動による人口減少となった。うち男性の減少が 3万 8,321人、

女性が 5万 2,526人となっており、男性の 1.37倍の人数の女性が 40エリア平均で減少していること

が示された。 

40エリア平均でみると、移動による人口減の約 6割が女性、約 4割が男性ということになる（図

表 1）。 

 

【図表 1】2021 年上半期 移動人口減 性別割合（％） 

 
資料：総務省「住民基本台帳移動報告」月報より筆者作成  

 

2021-08-30 

研究員 

の眼 

 

新型コロナ禍２年目上半期、 

人口の社会減はどこで起こったのか（上） 

―新型コロナ人口動態解説⑩ 

 
 

 

生活研究部 人口動態シニアリサーチャー 天野 馨南子 
amano@nli-research.co.jp 

ニッセイ基礎研究所 



 

 

2｜               ｜研究員の眼 2021-08-30｜Copyright ©2021 NLI Research Institute All rights reserved 

【総数で 4000人以上減少したエリアは 8エリア】 
 

総数で 4000人以上減少したエリアは多い順に、福島県、長崎県、新潟県、青森県、広島県、兵庫県、

静岡県、岐阜県の 8エリアである。うち東北地方が 3エリア、中部エリアが 2エリア、と比較的首都

圏に近いエリアが目立つ状況である。 

 

8 エリアのうち兵庫県だけは男性の方が多く減少しているが、残りの 7 エリアは女性の方が男性よ

りも減少している。ただし、青森県だけはほぼイーブンといえる減少状況である。 

 

【図表 2】2021 年上半期 転入超過数 都道府県ランキング 

 
資料：総務省「住民基本台帳移動報告」月報より筆者作成  

 

 

8エリアの中で最も男女アンバランスな減少をしているのは静岡県で、男性の 1.57倍の女性がエリ

アからの移動によって減少した。尚、全国平均の 1.37 倍を超えたのは、静岡県の他に広島県の 1.45

倍、福島県の 1.38倍となっている。 

 

男女の減少アンバランス度合いが全国平均以上のうち福島県や静岡県は、首都圏への新幹線の便も

よく、また、若い男女が大学在学中にちょっとした週末の旅行やイベント参加において経済的に利用

都道府県 総数（人） 男性（人） 女性（人）
女性/男性

（倍）
都道府県 総数（人） 男性（人） 女性（人）

女性/男性

（倍）

1 福島県 -5,347 -2,246 -3,101 1.38 21 和歌山県 -1,668 -670 -998 1.49

2 長崎県 -5,193 -2,341 -2,852 1.22 22 山口県 -1,629 -251 -1,378 5.49

3 新潟県 -5,061 -2,219 -2,842 1.28 23 香川県 -1,612 -767 -845 1.10

4 青森県 -4,703 -2,349 -2,354 1.00 24 高知県 -1,581 -603 -978 1.62

5 広島県 -4,403 -1,795 -2,608 1.45 25 徳島県 -1,519 -649 -870 1.34

6 兵庫県 -4,114 -2,934 -1,180 0.40 26 奈良県 -1,448 -809 -639 0.79

7 静岡県 -4,055 -1,579 -2,476 1.57 27 富山県 -1,423 -472 -951 2.01

8 岐阜県 -4,040 -1,904 -2,136 1.12 28 長野県 -1,401 -122 -1,279 10.48

9 北海道 -3,025 -1,056 -1,969 1.86 29 福井県 -1,390 -495 -895 1.81

10 岩手県 -2,985 -1,250 -1,735 1.39 30 栃木県 -1,365 -589 -776 1.32

11 三重県 -2,913 -1,322 -1,591 1.20 31 佐賀県 -1,324 -600 -724 1.21

12 秋田県 -2,818 -1,199 -1,619 1.35 32 沖縄県 -1,176 -648 -528 0.81

13 山形県 -2,809 -1,077 -1,732 1.61 33 京都府 -1,162 -952 -210 0.22

14 鹿児島県 -2,630 -853 -1,777 2.08 34 茨城県 -1,149 209 -1,358 -6.50

15 岡山県 -2,575 -1,179 -1,396 1.18 35 石川県 -1,009 -529 -480 0.91

16 愛知県 -2,277 -1,113 -1,164 1.05 36 鳥取県 -975 -536 -439 0.82

17 宮崎県 -2,071 -800 -1,271 1.59 37 島根県 -948 -329 -619 1.88

18 大分県 -2,001 -888 -1,113 1.25 38 宮城県 -686 -491 -195 0.40

19 愛媛県 -1,999 -697 -1,302 1.87 39 群馬県 -476 349 -825 -2.36

20 熊本県 -1,862 -829 -1,033 1.25 40 山梨県 -25 263 -288 -1.10
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しやすい高速バスでの首都圏へのアクセス（かかる時間や費用など）も良好である。このため、地元

大学在学中の若い女性の「首都圏慣れ」が発生しやすいエリアでもある1。広島県については大阪府へ

のアクセスが良好なため、同様の理由で男女アンバランスが生じやすいとみられる。 

 

男女の減少アンバランスが平均以上の 3 エリアのうち、福島県は 2011 年の東日本大震災による原

発事故の発生以降、広島県では 2018年の西日本豪雨の甚大な災害が発生以降、転出超過が強まる傾向

が続いている。 

 

情報化社会の進展とともに大災害に関する情報の拡散や拡散スピードの加速化への迅速な対応の重

要性が高まっている。特に地方創生の観点からはこの点を重視したい。なぜなら、人口の転出超過の

急速な拡大にほぼ確実につながっていくからである。 

 

筆者が依頼を受けたある地方創生案件で、ある年の人口転出超過がなぜ急に拡大したのかわからな

いと自治体の政策担当者が頭を抱えていることがあった。そこで月別のデータを提供していただき確

認すると、他の年には見られない特定の月に転出が集中していた。 

それは台風による中規模な風水害の翌月であった。 

 

つまり、情報化社会において、災害後の迅速かつ多面的な対策（災害復興+人々のイメージ回復）を

これまで以上に急がないと、とりわけ若い世代の流出抑止や移住・定住施策に大きな支障をきたすこ

とにもつながる。 

 

最後に、この 8 エリアについて、コロナ禍前である 2019 年の年間転出超過数（男女合計）と 2021

年上半期の状況を比較すると、福島県、青森県は 8割水準、長崎県、新潟県、兵庫県、静岡県は 7割

水準、岐阜県は 6割水準という状況であり、人口の大移動が起こる 3月を超えたとはいえ、予断の許

さない状況であるといえるだろう（図表 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 地元大学在学中の若い女性の「首都圏慣れ」について：2020 年に東北活性化研究センターが実施した女性定着調査（主に

東北 6県＋新潟県から首都圏に転出した女性）のヒアリング調査（筆者がインタビュアーを担当）において、高校時代には東

京都のことを「海外」「異次元」と捉えて不安を感じていた女性たちも、大学時代に何度も東京にイベント参加やインターン

などで訪れることによって「全然怖くない」「私でもなじめる」と考えるようになる姿が浮き彫りとなった。 
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【図表 3】2021 年上半期 転入超過数とコロナ禍前 2019 年年間 転入超過数の比較（男女合計） 

 
資料：総務省「住民基本台帳移動報告」より筆者作成  

 

A2021年上半期

（人）

B2019年年間

（人）
A/B

福島県 -5,347 -6,785 78.8%

長崎県 -5,193 -7,309 71.0%

新潟県 -5,061 -7,225 70.0%

青森県 -4,703 -6,044 77.8%

広島県 -4,403 -8,018 54.9%

兵庫県 -4,114 -6,038 68.1%

静岡県 -4,055 -6,129 66.2%

岐阜県 -4,040 -6,765 59.7%


